
(57)【要約】

【課題】発熱層にクラック、亀裂あるいは剥離が生じに

くく、耐久性に優れた電磁調理器用鍋を提供する。

【解決手段】電磁調理器用鍋１を構成する鍋本体２は一

対の取っ手３を有し、この鍋本体２は二酸化ケイ素、酸

化アルミニウム、酸化第二鉄、二酸化チタンなどを含有

する磁器製であり、鍋本体２の外底面には、銀を含有す

る発熱層４が底面視状態でドーナツ状に形成され、この

発熱層４全体を被覆するように、酸化ケイ素、酸化ホウ

素、酸化ナトリウム、酸化カリウムを含有する保護層５

が形成されている。また、発熱層４には、発熱層４の存

在しない円形の非発熱部６が斑点状に多数配置されてい

る。これらの非発熱部６においては、鍋本体２の外底面

を直接、保護層５が被覆している。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 二 酸 化 ケ イ 素 、 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 、 酸 化 第 二 鉄 、 二 酸 化 チ タ ン 、 酸 化 カ ル シ ウ ム 、 酸 化
マ グ ネ シ ウ ム 、 酸 化 ナ ト リ ウ ム 、 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 酸 化 ナ ト リ ウ ム 、 酸 化 カ リ ウ ム お よ
び 酸 化 リ チ ウ ム を 含 有 す る 磁 器 製 の 鍋 本 体 と 、 白 金 、 銀 の 少 な く と も 一 方 を 含 有 し 前 記 鍋
本 体 の 内 底 面 、 外 底 面 の 少 な く と も 一 方 に 形 成 さ れ た 発 熱 層 と 、 酸 化 ケ イ 素 、 酸 化 ホ ウ 素
、 酸 化 ナ ト リ ウ ム 、 酸 化 カ リ ウ ム の い ず れ か を 含 有 し 前 記 発 熱 層 を 被 覆 す る よ う に 形 成 さ
れ た 保 護 層 と を 備 え た 電 磁 調 理 器 用 鍋 で あ っ て 、
　 前 記 発 熱 層 が 形 成 さ れ た 鍋 本 体 の 内 底 面 、 外 底 面 の 一 部 に 、 当 該 発 熱 層 が 存 在 し な い 非
発 熱 部 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 電 磁 調 理 器 用 鍋 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 非 発 熱 部 を 、 円 形 状 、 楕 円 形 状 、 多 角 形 状 、 斑 点 状 の う ち の い ず れ か の 状 態 に 配 置
し た 請 求 項 １ 記 載 の 電 磁 調 理 器 用 鍋 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 非 発 熱 部 を 、 同 心 円 形 状 、 同 心 楕 円 形 状 、 同 心 多 角 形 状 の う ち の い ず れ か の 状 態 に
配 置 し た 請 求 項 １ 記 載 の 電 磁 調 理 器 用 鍋 。
【 請 求 項 ４ 】
　 斑 点 状 の 前 記 非 発 熱 部 を 、 複 数 の 同 心 円 上 に 並 ぶ よ う に 配 置 し た 請 求 項 ２ 記 載 の 電 磁 調
理 器 用 鍋 。
【 請 求 項 ５ 】
　 斑 点 状 に 配 置 さ れ た 前 記 非 発 熱 部 の 形 状 を 円 形 斑 点 と し た 請 求 項 ４ 記 載 の 電 磁 調 理 器 用
鍋 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 電 磁 誘 導 加 熱 を 原 理 と す る 電 磁 調 理 器 に 使 用 し て 加 熱 調 理 を 行 う こ と の で き
る 鍋 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 電 磁 調 理 器 は 、 火 炎 な し で 食 材 を 加 熱 調 理 す る こ と が で き 、 二 酸 化 炭 素 な ど の 燃 焼 ガ ス
も 発 生 せ ず 、 天 ぷ ら 料 理 の 際 に 油 に 引 火 す る お そ れ も な く 、 エ ネ ル ギ ー 効 率 も 高 い の で 、
最 近 は 一 般 家 庭 に も 普 及 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 、 電 磁 調 理 器 に 使 用 す る こ と の で き る 鍋 は 、 電 磁 調 理 器 に 載 せ た と き に 渦 電 流 が 発
生 し て 自 己 発 熱 す る 材 料 で 形 成 さ れ た も の に 限 ら れ て い た が 、 近 年 、 電 磁 調 理 器 に 使 用 で
き る 陶 磁 器 製 あ る い は 非 金 属 製 の 鍋 が 開 発 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 方 、 発 熱 膜 と し て 、 土 鍋 の 底 面 に 溶 射 膜 を 付 着 さ せ る こ と に よ っ て 形 成 さ れ た 電 磁 調
理 器 用 土 鍋 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 。 ） 。 こ の 電 磁 調 理 器 用 土 鍋 の 製
造 工 程 に お い て は 、 金 属 の 溶 射 膜 が 溶 射 後 収 縮 し て 膜 の 周 縁 が め く れ て 剥 離 す る こ と が あ
る た め 、 こ れ を 防 ぐ た め 、 鍋 底 の 中 央 部 分 に 非 溶 射 部 を 作 り 、 こ れ を 中 心 と し て リ ン グ 状
の 狭 い 非 溶 射 部 を 作 る 、 と い う 対 策 が と ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － １ ０ ０ １ ８ ４ 号 公 報 （ 第 ２ － ４ 頁 ）
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ３ ７ ０ ４ ５ 号 公 報 （ 第 ３ － ６ 頁 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る 電 磁 調 理 器 用 の 陶 磁 器 は 、 そ の 底 部 の 下 面 に 銀 お よ び 白 金
か ら な る 発 熱 皮 膜 が 設 け ら れ 、 こ の 発 熱 皮 膜 を 覆 う よ う に ケ イ 酸 カ ル シ ウ ム か ら な る 剥 離
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防 止 皮 膜 が 設 け ら れ て い る が 、 電 磁 調 理 器 を 用 い た 加 熱 調 理 を 繰 り 返 し た 場 合 、 陶 磁 器 お
よ び 発 熱 皮 膜 の 熱 膨 張 係 数 の 違 い に よ り 、 発 熱 皮 膜 に 微 細 な ク ラ ッ ク や 亀 裂 が 生 じ た り 、
発 熱 皮 膜 が 部 分 的 に 剥 離 し た り す る こ と が あ る 。 ま た 、 加 熱 速 度 の 速 い Ａ Ｃ ２ ０ ０ Ｖ 方 式
の 電 磁 調 理 器 に 使 用 す る と 、 こ の よ う な ク ラ ッ ク 、 剥 離 あ る い は 剥 離 が 生 じ る 可 能 性 が 高
ま る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う な ク ラ ッ ク が 発 生 す る と 、 発 熱 皮 膜 が 部 分 的 に 切 断 さ れ た 状 態 と な る た め 、 電
磁 調 理 器 に 所 定 通 り 載 置 し て も 、 発 熱 皮 膜 に 定 格 通 り の 渦 電 流 が 発 生 せ ず 、 発 熱 量 が 大 幅
に 低 下 す る こ と が あ る 。 ま た 、 発 熱 皮 膜 が 部 分 的 に 剥 離 す る と 、 発 熱 皮 膜 か ら 陶 磁 器 へ の
熱 伝 導 が 阻 害 さ れ る の で 、 熱 効 率 が 低 下 す る こ と と な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 一 方 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 の 電 磁 調 理 器 用 土 鍋 の 場 合 、 鍋 底 の 中 央 部 分 の 非 溶 射 部 を 中 心
と し て 円 弧 状 の 狭 い 非 溶 射 部 を 設 け る こ と に よ り 、 溶 射 後 の 収 縮 に 起 因 す る 、 金 属 溶 射 膜
周 縁 の め く れ や 剥 離 を 防 ぐ こ と は で き る 。 し か し な が ら 、 こ の 金 属 溶 射 膜 は 、 そ の 厚 さ が
１ ０ ０ μ ｍ ～ １ ５ ０ μ ｍ 以 上 の 比 較 的 厚 い 膜 で あ る た め 、 電 磁 調 理 器 を 用 い た 加 熱 調 理 を
繰 り 返 し た 場 合 、 土 鍋 と 金 属 溶 射 膜 の 熱 膨 張 係 数 の 違 い に よ り 、 金 属 溶 射 膜 に 微 細 な ク ラ
ッ ク や 亀 裂 が 生 じ た り 、 部 分 的 に 剥 離 し た り す る こ と が あ る 。 特 に 、 加 熱 速 度 の 速 い Ａ Ｃ
２ ０ ０ Ｖ 方 式 の 電 磁 調 理 器 に 使 用 す る と 、 こ の よ う な ク ラ ッ ク 、 亀 裂 あ る い は 剥 離 が 生 じ
る 可 能 性 が 顕 著 と な る 。 ま た 、 非 溶 射 部 が 円 弧 状 で あ る た め 、 金 属 溶 射 膜 に 発 生 し た ク ラ
ッ ク が 鍋 底 の 半 径 方 向 に 進 行 す る の を 阻 止 で き な い こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 金 属 の 溶 射 膜 は 均 等 に 形 成 す る こ と が 困 難 で あ り 、 膜 厚 が ば ら つ き や す い の で 、
電 磁 調 理 器 に 載 せ て 使 用 し た 場 合 、 膜 厚 の 厚 い 部 分 に は 大 電 流 が 流 れ て 発 熱 量 も 大 と な り
、 膜 厚 の 厚 い 部 分 と 膜 厚 の 薄 い 部 分 と の 間 に ク ラ ッ ク や 亀 裂 が 生 じ る こ と が あ る 。 こ の よ
う な ク ラ ッ ク や 亀 裂 は 前 述 し た 非 溶 射 部 を 設 け て も 防 止 す る こ と は で き な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 発 熱 層 に ク ラ ッ ク 、 亀 裂 あ る い は 剥 離 が 生 じ に く く
、 耐 久 性 に 優 れ た 電 磁 調 理 器 用 鍋 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 電 磁 調 理 器 用 鍋 は 、 二 酸 化 ケ イ 素 、 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 、 酸 化 第 二 鉄 、 二 酸 化 チ
タ ン 、 酸 化 カ ル シ ウ ム 、 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 酸 化 ナ ト リ ウ ム 、 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 酸 化 ナ
ト リ ウ ム 、 酸 化 カ リ ウ ム お よ び 酸 化 リ チ ウ ム を 含 有 す る 磁 器 製 の 鍋 本 体 と 、 白 金 、 銀 の 少
な く と も 一 方 を 含 有 し 鍋 本 体 の 内 底 面 、 外 底 面 の 少 な く と も 一 方 に 形 成 さ れ た 発 熱 層 と 、
酸 化 ケ イ 素 、 酸 化 ホ ウ 素 、 酸 化 ナ ト リ ウ ム 、 酸 化 カ リ ウ ム の い ず れ か を 含 有 し 発 熱 層 を 被
覆 す る よ う に 形 成 さ れ た 保 護 層 と を 備 え た 電 磁 調 理 器 用 鍋 で あ っ て 、 発 熱 層 が 形 成 さ れ た
鍋 本 体 の 内 底 面 、 外 底 面 の 一 部 に 、 発 熱 層 が 存 在 し な い 非 発 熱 部 を 設 け た こ と を 特 徴 と す
る 。 こ こ で 、 内 底 面 と は 鍋 本 体 の 内 側 の 底 面 部 分 を い い 、 外 底 面 と は 鍋 本 体 の 外 側 の 底 面
部 分 を い う 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の よ う な 構 成 と す る こ と に よ り 、 電 磁 調 理 器 を 用 い た 加 熱 調 理 を 繰 り 返 し た 場 合 に お
け る 、 鍋 本 体 と 発 熱 層 の 熱 膨 張 係 数 の 違 い に 起 因 す る 収 縮 量 の 違 い を 非 発 熱 部 が 緩 和 す る
こ と が で き る よ う に な る た め 、 発 熱 層 に ク ラ ッ ク や 亀 裂 が 生 じ た り 、 剥 離 し た り す る こ と
が な く な り 、 耐 久 性 に 優 れ た も の と な る 。 ま た 、 万 一 、 発 熱 層 に ク ラ ッ ク や 亀 裂 が 発 生 し
た 場 合 で も 、 こ れ ら の ク ラ ッ ク や 亀 裂 の 進 行 は 非 発 熱 部 で 止 め ら れ る た め 、 発 熱 量 の 低 下
を 招 く よ う な ク ラ ッ ク や 亀 裂 に 発 展 す る こ と が な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ こ で 、 前 記 非 発 熱 部 を 、 円 形 状 、 楕 円 形 状 、 多 角 形 状 、 斑 点 状 の う ち の い ず れ か の 状
態 に 配 置 す る こ と が 望 ま し い 。 前 記 非 発 熱 部 を 、 円 形 状 、 楕 円 形 状 、 多 角 形 状 に 配 置 す れ
ば 、 鍋 本 体 の 底 部 の 半 径 方 向 に 進 行 す る ク ラ ッ ク や 亀 裂 を 防 止 す る 機 能 が 高 ま る 。 ま た 、
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前 記 非 発 熱 部 を 斑 点 状 に 配 置 す れ ば 、 進 行 方 向 に 関 係 な く ク ラ ッ ク や 亀 裂 の 発 生 を 防 止 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 場 合 、 前 記 非 発 熱 部 を 、 同 心 円 形 状 、 同 心 楕 円 形 状 、 同 心 多 角 形 状 の う ち の い ず れ
か の 状 態 に 配 置 す る こ と が 望 ま し い 。 こ の よ う な 状 態 に 配 置 す れ ば 、 非 発 熱 部 は 、 鍋 本 体
の 底 面 全 体 に 均 等 に 配 置 さ れ た 状 態 と な り 、 非 発 熱 部 が 距 離 を 隔 て て 複 数 存 在 す る こ と と
な る た め 、 ク ラ ッ ク や 亀 裂 の 発 生 、 進 行 を 防 止 す る 機 能 が さ ら に 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 一 方 、 非 発 熱 部 を 斑 点 状 に 配 置 す る 場 合 、 こ れ ら の 非 発 熱 部 を 、 複 数 の 同 心 円 上 に 並 ぶ
よ う に 配 置 す る こ と が 望 ま し い 。 こ の よ う な 配 置 と す れ ば 、 発 熱 層 に お け る 渦 電 流 の 発 生
状 態 が 均 一 化 さ れ 、 発 熱 層 の 一 部 に 渦 電 流 が 集 中 す る こ と が な く な る た め 、 亀 裂 防 止 機 能
が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 場 合 、 斑 点 状 に 配 置 さ れ た 非 発 熱 部 の 形 状 を 円 形 斑 点 と す る こ と に よ り 、 非 発 熱 部
の 外 縁 を 形 成 す る 発 熱 層 は 滑 ら か な 曲 線 で あ る 円 形 と な る た め 、 こ の 非 発 熱 部 が 発 熱 層 の
亀 裂 や ク ラ ッ ク の 発 生 源 と な る こ と を 回 避 す る こ と が で き る 。 ま た 、 発 熱 層 の 熱 膨 張 を 緩
和 す る 機 能 も 発 揮 す る た め 、 亀 裂 や ク ラ ッ ク の 発 生 を 防 止 す る 上 で 有 効 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
（ １ ） 二 酸 化 ケ イ 素 、 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 、 酸 化 第 二 鉄 、 二 酸 化 チ タ ン 、 酸 化 カ ル シ ウ ム 、
酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 酸 化 ナ ト リ ウ ム 、 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 酸 化 ナ ト リ ウ ム 、 酸 化 カ リ ウ ム
お よ び 酸 化 リ チ ウ ム を 含 有 す る 磁 器 製 の 鍋 本 体 と 、 白 金 、 銀 の 少 な く と も 一 方 を 含 有 し 鍋
本 体 の 内 底 面 、 外 底 面 の 少 な く と も 一 方 に 形 成 さ れ た 発 熱 層 と 、 酸 化 ケ イ 素 、 酸 化 ホ ウ 素
、 酸 化 ナ ト リ ウ ム 、 酸 化 カ リ ウ ム の い ず れ か を 含 有 し 発 熱 層 を 被 覆 す る よ う に 形 成 さ れ た
保 護 層 と を 備 え 、 発 熱 層 が 形 成 さ れ た 鍋 本 体 の 内 底 面 、 外 底 面 の 一 部 に 、 発 熱 層 が 存 在 し
な い 非 発 熱 部 を 設 け た こ と に よ り 、 鍋 本 体 と 発 熱 層 の 熱 膨 張 係 数 の 違 い に 起 因 す る 収 縮 量
の 違 い を 非 発 熱 部 が 緩 和 で き る よ う に な る た め 、 発 熱 層 に ク ラ ッ ク や 亀 裂 が 生 じ た り 、 剥
離 し た り す る こ と が な く な り 、 耐 久 性 に 優 れ た も の と な る 。 ま た 、 万 一 、 発 熱 層 に ク ラ ッ
ク や 亀 裂 が 発 生 し た 場 合 で も 、 こ れ ら の ク ラ ッ ク や 亀 裂 の 進 行 は 非 発 熱 部 で 止 め ら れ る た
め 、 発 熱 量 の 低 下 を 招 く よ う な ク ラ ッ ク や 亀 裂 に 発 展 す る こ と が な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
（ ２ ） 前 記 非 発 熱 部 を 円 形 状 、 楕 円 形 状 、 多 角 形 状 に 配 置 す れ ば 、 鍋 本 体 の 底 部 の 半 径 方
向 に 進 行 す る ク ラ ッ ク や 亀 裂 を 防 止 す る 機 能 が 高 ま り 、 前 記 非 発 熱 部 を 斑 点 状 に 配 置 す れ
ば 、 そ の 進 行 方 向 に 関 係 な く ク ラ ッ ク や 亀 裂 の 発 生 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
（ ３ ） 前 記 非 発 熱 部 を 、 同 心 円 形 状 、 同 心 楕 円 形 状 、 同 心 多 角 形 状 の う ち の い ず れ か の 状
態 に 配 置 す れ ば 、 複 数 の 非 発 熱 部 が 距 離 を 隔 て て 、 鍋 本 体 の 底 面 全 体 に 均 等 に 配 置 さ れ た
状 態 と な る た め 、 ク ラ ッ ク や 亀 裂 の 発 生 、 進 行 を 防 止 す る 機 能 が さ ら に 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
（ ４ ） 斑 点 状 の 非 発 熱 部 を 、 複 数 の 同 心 円 上 に 並 ぶ よ う に 配 置 す れ ば 、 発 熱 層 に お け る 渦
電 流 の 発 生 状 態 が 均 一 化 さ れ 、 発 熱 層 の 一 部 に 渦 電 流 が 集 中 す る こ と が な く な る た め 、 亀
裂 防 止 機 能 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
（ ５ ） 斑 点 状 に 配 置 さ れ た 非 発 熱 部 の 形 状 を 円 形 斑 点 と す る こ と に よ り 、 非 発 熱 部 の 外 縁
を 形 成 す る 発 熱 層 は 滑 ら か な 曲 線 で あ る 円 形 と な る た め 、 こ の 非 発 熱 部 が 発 熱 層 の 亀 裂 や
ク ラ ッ ク の 発 生 源 と な る こ と を 回 避 す る こ と が で き 、 非 発 熱 部 を 包 囲 す る 発 熱 層 の 熱 膨 張
を 緩 和 す る こ と が で き る た め 、 亀 裂 や ク ラ ッ ク の 発 生 を 防 止 す る 上 で も 有 効 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 下 、 図 面 に 基 づ い て 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ は
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本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 で あ る 電 磁 調 理 器 用 鍋 を 示 す 垂 直 断 面 図 で あ り 、 図 ２ は 図 １ に 示 す
電 磁 調 理 器 用 鍋 の 底 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ ， 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 電 磁 調 理 器 用 鍋 １ に お い て 、 一 対 の 取 っ 手 ３ を
有 す る 鍋 本 体 ２ は 、 二 酸 化 ケ イ 素 、 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 、 酸 化 第 二 鉄 、 二 酸 化 チ タ ン 、 酸 化
カ ル シ ウ ム 、 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 酸 化 ナ ト リ ウ ム 、 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 酸 化 ナ ト リ ウ ム 、
酸 化 カ リ ウ ム お よ び 酸 化 リ チ ウ ム を 含 有 す る 磁 器 製 で あ る 。 こ の 鍋 本 体 ２ は 、 強 化 磁 器 材
料 で あ る 石 英 、 セ リ サ イ ト 、 カ オ リ ナ イ ト 、 ア ル ミ ナ な ど を 主 原 料 と し て 焼 成 さ れ た も の
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 鍋 本 体 ２ の 外 底 面 に は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 銀 を 含 有 す る 発 熱 層 ４ が 底 面 視 状 態 で ド ー
ナ ツ 状 に 形 成 さ れ 、 こ の 発 熱 層 ４ 全 体 を 被 覆 す る よ う に 、 酸 化 ケ イ 素 、 酸 化 ホ ウ 素 、 酸 化
ナ ト リ ウ ム 、 酸 化 カ リ ウ ム を 含 有 す る 保 護 層 ５ が 形 成 さ れ て い る 。 発 熱 層 ４ の 内 周 縁 ４ ａ
よ り 内 側 の 領 域 お よ び 外 周 縁 ４ ｂ と 高 台 ２ ａ と の 間 の 領 域 に は 発 熱 層 ４ が 無 く 、 鍋 本 体 ２
の 外 底 面 を 直 接 、 保 護 層 ５ が 被 覆 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 底 面 視 状 態 で ド ー ナ ツ 状 を し た 発 熱 層 ４ に は 、 発 熱 層 ４ の 存 在 し な い 円 形 の 非 発
熱 部 ６ が 斑 点 状 に 多 数 配 置 さ れ て い る 。 こ れ ら の 非 発 熱 部 ６ に お い て は 、 鍋 本 体 ２ の 外 底
面 を 直 接 、 保 護 層 ５ が 被 覆 し て い る 。 な お 、 発 熱 層 ４ は 緻 密 な 性 状 で あ る た め 、 図 ２ で は
全 面 黒 色 で 表 示 す べ き で あ る が 、 図 面 表 示 の 都 合 上 （ 全 面 黒 色 に す る と 非 発 熱 部 ６ を 示 す
引 き 出 し 線 が 発 熱 層 ４ と 一 体 化 し て 見 え な く な る た め ） 、 発 熱 層 ４ を 細 か な 点 の 分 布 に よ
り 表 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 電 磁 調 理 器 用 鍋 １ を 電 磁 調 理 器 ７ の 所 定 位 置 に 載 置 し 、 電 源 を Ｏ Ｎ
す る と 、 電 磁 調 理 器 ７ か ら 発 生 す る 交 番 磁 界 に よ っ て 電 磁 調 理 器 用 鍋 １ の 外 底 面 の 発 熱 層
４ に 渦 電 流 が 生 じ 、 こ の と き の 電 気 抵 抗 発 熱 に よ っ て 発 熱 層 ４ が 発 熱 す る た め 、 こ の 熱 が
鍋 本 体 ２ に 伝 達 さ れ 、 内 部 に 収 容 さ れ て い る 食 材 Ｆ を 加 熱 調 理 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の よ う に 、 鍋 本 体 ２ が 非 導 電 性 の 磁 器 材 料 で 形 成 さ れ て い て も 電 磁 調 理 器 ７ を 用 い た
加 熱 調 理 が 可 能 で あ る た め 、 電 磁 調 理 器 用 鍋 １ 特 有 の 機 能 で あ る 、 遠 赤 外 線 に よ る 加 熱 機
能 、 保 温 機 能 を 発 揮 さ せ る こ と が で き る た め 、 便 利 で あ る 。 ま た 、 発 熱 層 ４ は 銀 を 含 有 し
て い る た め 、 誘 導 加 熱 効 率 が 高 く 、 発 熱 量 も 高 い 。 さ ら に 、 保 護 層 ５ は 、 酸 化 ケ イ 素 、 酸
化 ホ ウ 素 、 酸 化 ナ ト リ ウ ム 、 酸 化 カ リ ウ ム な ど の 釉 薬 成 分 を 含 有 し て い る た め 、 鍋 本 体 ２
お よ び 発 熱 層 ４ と の 密 着 性 が 良 好 で あ り 、 洗 剤 や 塩 分 な ど の 化 学 薬 品 で 腐 食 さ れ ず 、 耐 久
性 に 優 れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 発 熱 層 ４ は 、 鍋 本 体 ２ の 外 底 面 全 体 に 配 置 せ ず 、 ド ー ナ ツ 状 に 配 置 し て い る た め
、 発 熱 層 ４ の 構 成 材 料 で あ る 高 価 な 銀 の 使 用 量 を 減 ら す こ と が で き る ほ か 、 渦 電 流 に よ る
発 熱 が 外 底 面 の 中 心 付 近 の 一 カ 所 へ 集 中 す る こ と を 防 ぐ こ と が で き る 。 ま た 、 渦 電 流 が 均
一 化 さ れ る こ と に よ っ て 発 熱 層 ４ 全 体 が 均 等 に 発 熱 す る た め 、 ク ラ ッ ク 、 亀 裂 の 発 生 を 防
止 す る こ と が で き る 。 そ の ほ か 、 非 発 熱 部 ６ の ミ ク ロ ン 単 位 の 凹 凸 に 対 応 で き る と い う 効
果 も あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 さ ら に 、 発 熱 層 ４ を 形 成 し た 領 域 に は 、 発 熱 層 ４ の 存 在 し な い 多 数 の 非 発 熱 部 ６ を 斑 点
状 に 配 置 し て い る た め 、 電 磁 調 理 器 ７ を 用 い た 加 熱 調 理 を 繰 り 返 し た 場 合 の 、 鍋 本 体 ２ と
発 熱 層 ４ の 熱 膨 張 係 数 の 違 い に 起 因 す る 収 縮 量 の 違 い を こ れ ら の 非 発 熱 部 ６ が 緩 和 す る こ
と が で き る 。 こ の た め 、 加 熱 調 理 を 繰 り 返 し て も 発 熱 層 ４ に ク ラ ッ ク や 亀 裂 が 生 じ た り 、
剥 離 し た り す る こ と が な く 、 耐 久 性 に 優 れ て い る 。 ま た 、 万 一 、 発 熱 層 ４ に ク ラ ッ ク や 亀
裂 が 発 生 し た 場 合 で も 、 こ れ ら の ク ラ ッ ク や 亀 裂 の 進 行 は 非 発 熱 部 ６ で 止 め ら れ る た め 、
発 熱 量 の 低 下 を 招 く よ う な ク ラ ッ ク や 亀 裂 に 発 展 す る こ と が な い 。
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【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 発 熱 層 ４ を 形 成 す る 方 法 に つ い て は 特 に 限 定 す る も の で は な い が 、 例 え ば 、 ス ク
リ ー ン 印 刷 法 あ る い は パ ッ ド 印 刷 法 な ど が 好 適 で あ る 。 こ の よ う な 印 刷 法 で 発 熱 層 ４ を 形
成 し た 場 合 、 発 熱 層 ４ 全 体 に 多 数 の 斑 点 状 の 非 発 熱 部 ６ を 配 置 す る 構 成 と し た こ と に よ り
、 発 熱 層 ４ の 膜 厚 の 均 一 性 が 高 ま る と い う 効 果 も 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 非 発 熱 部 ６ を 、 複 数 の 同 心 円 上 に 並 ぶ よ う
に 配 置 し て い る た め 、 渦 電 流 が 一 カ 所 へ 集 中 す る こ と を 防 ぐ こ と が で き 、 渦 電 流 の 均 一 化
に よ り 発 熱 状 態 も 均 一 化 さ れ 、 亀 裂 や ク ラ ッ ク の 発 生 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 さ ら に 、 非 発 熱 部 ６ の 形 状 を 円 形 斑 点 と し た こ と に よ り 、 非 発 熱 部 ６ の 外 縁 を 形 成 す る
発 熱 層 ４ は 滑 ら か な 円 形 と な る た め 、 こ の 非 発 熱 部 ６ 自 体 が 発 熱 層 ４ の 亀 裂 や ク ラ ッ ク の
発 生 源 と な る こ と を 回 避 す る こ と が で き る 。 ま た 、 非 発 熱 部 ６ を 包 囲 す る 発 熱 層 ４ の 熱 膨
張 を 緩 和 す る こ と が で き る た め 、 亀 裂 や ク ラ ッ ク の 発 生 を 防 止 す る 上 で 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 な お 、 電 磁 調 理 器 用 鍋 １ に お い て は 、 発 熱 層 ４ お よ び 非 発 熱 部 ６ の 配 置 形 状 を 明 示 す る
た め 保 護 層 ５ を 無 色 透 明 と し て い る が 、 こ れ に 限 定 す る も の で は な い の で 、 例 え ば 、 保 護
層 ５ に 色 を 付 け た り 、 保 護 層 ５ の 色 を 発 熱 層 ４ の 色 と 同 じ に し た り す る こ と も で き る 。 保
護 層 ５ を 発 熱 層 ４ と 同 色 に す れ ば 、 電 磁 調 理 器 用 鍋 １ の 外 底 面 部 分 に お い て 、 発 熱 層 ４ お
よ び 非 発 熱 部 ６ の 配 置 形 状 が 目 立 た な く な る た め 、 外 観 性 が 向 上 す る と い う 効 果 も 得 ら れ
る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ こ で 、 図 ３ を 参 照 し て 、 電 磁 調 理 器 用 鍋 １ を 構 成 す る 発 熱 層 ４ お よ び 保 護 層 ５ に 関 す
る そ の 他 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 ３ は 、 図 １ に 示 す 電 磁 調 理 器 用 鍋 １ を 構 成 す
る 発 熱 層 お よ び 保 護 層 に 関 す る そ の 他 の 実 施 の 形 態 を 示 す 垂 直 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ３ （ ａ ） に 示 す 電 磁 調 理 器 用 鍋 ８ に お い て は 、 鍋 本 体 ９ の 外 底 面 お よ び 内 底 面 の 両 方
に 発 熱 層 ４ お よ び 発 熱 層 ４ を 被 覆 す る 保 護 層 ５ を 形 成 し 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す 電 磁 調 理 器 用
鍋 １ ０ に お い て は 、 鍋 本 体 １ １ の 内 底 面 の み に 発 熱 層 ４ お よ び こ れ を 被 覆 す る 保 護 層 ５ を
形 成 し て い る 。 発 熱 層 ４ お よ び 保 護 層 ５ の 形 状 お よ び 機 能 に つ い て は 、 図 １ ， 図 ２ に 示 す
電 磁 調 理 器 用 鍋 １ の 場 合 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ３ （ ａ ） に 示 す 電 磁 調 理 器 用 鍋 ８ で は 鍋 本 体 ９ の 外 底 面 お よ び 内 底 面 の 両 方 に 発 熱 層
４ お よ び 保 護 層 ５ を 形 成 し て い る た め 、 発 熱 量 が 多 く 、 食 材 Ｆ を 素 早 く 加 熱 調 理 す る こ と
が で き る 。 ま た 、 外 底 面 お よ び 内 底 面 の 両 方 に 発 熱 層 ４ が あ る の で 、 そ れ ぞ れ の 発 熱 層 ４
を 薄 く し て も 十 分 な 発 熱 量 を 得 る こ と が で き 、 発 熱 層 ４ を 薄 膜 化 す る こ と に よ っ て ク ラ ッ
ク や 亀 裂 を 防 ぐ こ と が で き る と い う 効 果 も あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 一 方 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す 電 磁 調 理 器 用 鍋 １ ０ で は 鍋 本 体 ９ の 内 底 面 の み に 発 熱 層 ４ お よ
び 保 護 層 ５ を 形 成 し て い る た め 、 発 熱 層 ４ が 食 材 に 近 い 位 置 に 存 在 す る こ と と な る 結 果 、
食 材 Ｆ を 早 く 加 熱 す る こ と が で き る と い う 効 果 が 得 ら れ る 。 な お 、 こ の 電 磁 調 理 器 用 鍋 １
０ お よ び 前 述 し た 電 磁 調 理 器 用 鍋 ８ に 関 す る そ の 他 の 機 能 、 効 果 に つ い て は 、 前 述 し た 電
磁 調 理 器 用 鍋 １ と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に 、 図 ４ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 で あ る 電 磁 調 理 器 用 鍋 ２ ０ に つ い て 説 明
す る 。 図 ４ は 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 で あ る 電 磁 調 理 器 用 鍋 を 示 す 底 面 図 で あ る 。 な お 、 電
磁 調 理 器 用 鍋 ２ ０ の 構 成 部 分 に お い て 、 前 述 し た 電 磁 調 理 器 用 鍋 １ の 構 成 部 分 と 同 じ 機 能
、 効 果 を 発 揮 す る 部 分 に つ い て は 図 ４ に お い て 図 １ ， 図 ２ と 同 じ 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略
す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
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　 本 実 施 形 態 の 電 磁 調 理 器 用 鍋 ２ ０ に お い て は 、 鍋 本 体 ２ １ の 外 底 面 に 径 の 異 な る ド ー ナ
ツ 状 の 発 熱 層 ２ ４ ａ ， ２ ４ ｂ ， ２ ４ ｃ を 同 心 円 状 に 配 置 し 、 こ れ ら の 発 熱 層 ２ ４ ａ ， ２ ４
ｂ ， ２ ４ ｃ の 間 に 、 ２ つ の 非 発 熱 部 ２ ６ ａ ， ２ ６ ｂ を 同 心 円 状 に 配 置 し 、 こ れ ら の 発 熱 層
２ ４ ａ ， ２ ４ ｂ ， ２ ４ ｃ お よ び 非 発 熱 部 ２ ６ ａ ， ２ ６ ｂ を 被 覆 す る よ う に 保 護 層 ２ ５ が 形
成 さ れ て い る 。 ま た 、 発 熱 層 ２ ４ ａ の 内 周 縁 ２ ４ ｄ よ り 内 側 の 領 域 お よ び 発 熱 層 ２ ４ ｃ の
外 周 縁 ２ ４ ｅ と 高 台 ２ １ ａ と の 間 の 領 域 で は 、 鍋 本 体 ２ １ を 直 接 保 護 層 ２ ５ が 被 覆 し て い
る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 な お 、 発 熱 層 ２ ４ ａ ， ２ ４ ｂ ， ２ ４ ｃ は 緻 密 な 性 状 で あ る た め 、 図 ４ で は こ れ ら を 全 面
黒 色 で 表 示 す べ き で あ る が 、 図 面 表 示 の 都 合 上 （ 全 面 黒 色 に す る と 非 発 熱 部 ２ ６ ａ ， ２ ６
ｂ を 示 す 引 き 出 し 線 な ど が 発 熱 層 ２ ４ ｂ ， ２ ４ ｃ と 一 体 化 し て 見 え な く な る た め ） 、 発 熱
層 ２ ４ ａ ， ２ ４ ｂ を 細 か な 点 の 分 布 に よ り 表 示 し て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 電 磁 調 理 器 用 鍋 ２ ０ に お い て は 、 発 熱 層 ２ ４ ａ ， ２ ４ ｂ ， ２ ４ ｃ の 間 に 、 ２ つ の 非 発 熱
部 ２ ６ ａ ， ２ ６ ｂ が 同 心 円 状 に 配 置 さ れ て い る た め 、 鍋 本 体 ２ １ の 底 部 の 半 径 方 向 に 進 行
す る ク ラ ッ ク や 亀 裂 を 効 果 的 に 防 止 す る こ と が で き る 。 ま た 、 斑 点 状 の 非 発 熱 部 を 設 け た
前 述 の 電 磁 調 理 器 用 鍋 １ と 比 べ た 場 合 、 ク ラ ッ ク や 亀 裂 が ど の 場 所 で 発 生 し て も 、 そ の 半
径 方 向 の 進 行 を 最 小 限 に 食 い 止 め る こ と が で き る 、 と い う 効 果 が 得 ら れ る 。 さ ら に 、 発 熱
層 ２ ４ ａ ， ２ ４ ｂ ， ２ ４ ｃ が そ れ ぞ れ 独 立 し て い る の で 、 こ れ ら の 個 数 を 増 減 さ せ る こ と
に よ っ て 、 鍋 本 体 ２ １ の 底 部 の 直 径 の 大 小 に 容 易 に 対 応 す る こ と が で き る 、 と い う 製 造 工
程 上 の メ リ ッ ト も あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 発 熱 層 ２ ４ ａ ， ２ ４ ｂ ， ２ ４ ｃ お よ び 非 発 熱 部 ２ ６ ａ ， ２ ６ ｂ
を 鍋 本 体 ２ １ の 外 底 面 の み に 配 置 し て い る が 、 こ れ に 限 定 す る も の で は な く 、 図 ３ で 示 し
た よ う に 、 鍋 本 体 ２ １ の 外 底 面 お よ び 内 底 面 の 両 方 に 配 置 し た り 、 内 底 面 の み に 配 置 し た
り す る こ と も 可 能 で あ り 、 そ れ ぞ れ 前 述 し た よ う な 機 能 、 効 果 を 発 揮 す る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 発 明 に 係 る 電 磁 調 理 器 用 鍋 は 、 一 般 に 使 用 さ れ て い る 電 磁 調 理 器 で 加 熱 調 理 を 行 う 場
合 に 広 く 利 用 す る こ と が で き る ほ か 、 ガ ス コ ン ロ 、 電 子 レ ン ジ 、 オ ー ブ ン 、 ハ ロ ゲ ン ヒ ー
タ な ど の 加 熱 調 理 器 に も 利 用 す る こ と が で き 、 焼 く 、 煮 る 、 炊 く 、 蒸 す 、 湯 煎 な ど の 様 々
な 加 熱 調 理 を 行 う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 で あ る 電 磁 調 理 器 用 鍋 を 示 す 垂 直 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 電 磁 調 理 器 用 鍋 の 底 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 す 電 磁 調 理 器 用 鍋 を 構 成 す る 発 熱 層 お よ び 保 護 層 に 関 す る そ の 他 の 実 施
の 形 態 を 示 す 垂 直 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 で あ る 電 磁 調 理 器 用 鍋 を 示 す 底 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 １ ， ８ ， １ ０ ， ２ ０ 　 電 磁 調 理 器 用 鍋
　 ２ ， ９ ， １ １ ， ２ １ 　 鍋 本 体
　 ２ ａ ， ９ ａ ， １ １ ａ ， ２ １ ａ 　 高 台
　 ３ 　 取 っ 手
　 ４ ， ２ ４ ａ ， ２ ４ ｂ ， ２ ４ ｃ 　 発 熱 層
　 ４ ａ ， ２ ４ ｄ 　 内 周 縁
　 ４ ｂ ， ２ ４ ｅ 　 外 周 縁
　 ５ ， ２ ５ 　 保 護 層
　 ６ ， ２ ６ ａ ， ２ ６ ｂ 　 非 発 熱 部
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　 ７ 　 電 磁 調 理 器
　 Ｆ 　 食 材

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(9) JP 2005-52425 A 2005.3.3


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

